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食品からのアクリルアミド摂
取量の統計的推定に関す
る研究(H26年度)

食品からのアクリルアミド摂取に伴うリスク評価に資するため、食品か
らのアクリルアミド摂取量の分布を明らかにするための統計的推定を
行う。食品の摂取量、食品中のアクリルアミド含量などの情報に基づ
き、統計シミュレーション手法を中心として、摂取量分布の推定と既存
観測値に基づく検証を実施する。

15.8

我が国におけるアクリルアミドのリスク評価を行う上で、摂取量を
推定することは重要である。汚染物質の曝露評価、MOE算定するな
どリスク評価に資する研究である。
加えて、海外における曝露調査の実態について調査を追加的に行

うことが有用である。

〈個別コメント〉
・非意図的に生成されるアクリルアミドの摂取量の分布の推定は重
要な課題である。
・アクリルアミドの摂取量の分布を検討する研究で重要。質問票等
から予測モデルを作成することが望まれる。
・新規性が不明であるが、既存データの利用によってリスク評価に
有用な知見が得られることを期待する。


